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陳 情 文 書 表（令和８年２月２７日定例会提出） 

 

陳情第１２号 

陳情書 

 

令和８年２月１８日受理 

 

陳情者 ●●●●●●●●●●●●●●● 

松 田 太 郎 

 

（陳情の趣旨） 

奈良公園の鹿（国の天然記念物であるニホンジカ）の保護活動を改善し、現在行われてい

る一部の手法による問題（大声での恫喝、無断撮影、ＳＮＳ公開、国籍をめぐる差別的言動

の可能性など）を解消するため、奈良の鹿愛護会等のボランティアを奈良市が積極的に支援、

増員した、地元市民中心の穏やかな見守り体制を構築することを求める。 

 

（陳情の理由） 

初めまして、石川県在住の松田太郎と申します。 

今回、この陳情を提出した理由は、ＳＮＳを通じて奈良公園の問題を知ったからです。奈

良公園の鹿を虐待から守るため、へずまりゅう市議会議員がボランティアで鹿の見回り活動

を行っています。しかし、その手法として、虐待と思われる行為に対して大声で恫喝したり、

対象者を撮影してＳＮＳで公開したりするケースが多く見られます。また、問題行為の多く

が中国人観光客によるものとされることが多いようです。 

こうした活動により、以下の懸念が生じています。 

大声での恫喝が、静かで穏やかな奈良公園のイメージを損ない、来園者が落ち着いて楽し

めなくなる。無断での撮影、公開が肖像権の侵害や、永久に残るデジタルタトゥーとなるお

それがある。 

国籍確認のためパスポートの提示を求める行為は、一般私人には法的義務がないため問題

視され、確認が取れない場合でも中国人と決めつけるような投稿が見られる。これらはヘイ

トスピーチに該当する可能性があり、外国人観光客（中国人を含む）が奈良公園は危ない場

所と感じ、悪いイメージが広がっている。 

私のような県外からの来園者や地元奈良市民も、騒がしさや、いつ撮影されてＳＮＳでさ

らされるかという不安から、公園を訪れにくくなったり、行かなくなったりする人が増えて

いると感じます。 

私は、静かで落ち着いた奈良公園を取り戻したいと考えています。 

へずまりゅう議員の活動は鹿保護の意図があるものの、上記のような問題点が多く、法的、

社会的に懸念される行為が複数あるため、現状を改善する必要があると思います。 

そこで、以下の鹿保護活動を提案いたします。 

奈良の鹿愛護会や鹿サポーターのボランティアを奈良市が積極的に支援し、増員する。増

員した鹿見守りボランティアが、鹿の虐待を発見した場合、まずは穏やかに注意、停止を促

す。それでも行為がやまない場合は、行為自体を撮影し、公園管理者（奈良公園事務所な
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ど）に連絡。最悪の場合は交番や警察に連絡して適切に対処してもらう。見守りボランティ

アは、奈良公園を訪れる奈良市民の方々にも上記のルールで参加を呼びかけ、地元中心の穏

やかな仕組みにする。 

この方法の主なメリットは以下のとおりです。 

警備員の増員や防犯カメラの設置などに比べて、初期投資、運用コストが非常に低い。地

元ボランティア中心であれば、過度な恫喝を避けやすく、公園の穏やかな雰囲気を保ちやす

い。市民参加により、鹿と人との共存文化が自然に根づく可能性が高い。 

併せて有効と考えられる施策 

・多言語（中国語、英語など）のマナー看板の増設 

・観光客向けガイドの配布強化 

議員の皆様におかれましては、上記の懸念と提案について御審議いただき、奈良公園の鹿

保護と、訪れる全ての人々が安心して楽しめる環境づくりに御尽力くださいますよう、何と

ぞお願い申し上げます。 

以上 

 

 


